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私
た
ち
に
は
、
普
段
何
げ
な
く

眺
め
て
い
る
豊
岡
の
景
観（
地
域

環
境
）の
価
値
を
十
分
に
理
解
し
、

さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
の

仕
組
み
を
つ
く
り
、
次
世
代
へ
と

つ
な
ぐ
重
大
な
責
任
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
景
観
法
に
基
づ
き
、

市
全
域
を
対
象
と
し
た「
豊
岡
市

景
観
計
画
」を
策
定
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
の
目
的
は
、
市
や
市

民
、
事
業
者
な
ど
が
協
働
し
て
、

・
豊
岡
ら
し
い
景
観
を
守
り
、
育

て
る

・
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
、
将
来
に

わ
た
っ
て
良
好
な
景
観
の
形
成

を
図
る

・
地
域
環
境
の
向
上
と
地
域
特
性

を
生
か
し
た
魅
力
と
活
力
あ
る

ま
ち
を
実
現
す
る

と
し
て
い
ま
す
。

■
県
内
最
大
面
積
の
景
観
都
市

　

豊
岡
で
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
悠

然
と
大
空
を
舞
い
、
低
地
の
田
園

が
広
が
る
豊
岡
盆
地
を
中
心
に
、

そ
の
周
囲
を
来
日
岳
や
床
尾
山
な

ど
の
山
々
が
幾
重
に
も
取
り
囲
み
、

多
く
の
谷
筋
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

生
物
多
様
性
を
育
ん
で
い
る
母

な
る
川「
円
山
川
」は
、
市
の
中

央
部
を
南
北
に
ゆ
っ
た
り
と
流

れ
、
西
部
の
清
流「
竹
野
川
」と
と

も
に
日
本
海
に
注
ぎ
込
ん
で
い
ま

す
。
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
選
定
さ

れ
た
山
陰
海
岸
に
は
、
荒
々
し
く

も
美
し
い
リ
ア
ス
式
海
岸
が
連
な

り
、
他
に
は
見
ら
れ
な
い
独
特
の

地
形
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
海
岸
か
ら
山
奥
ま
で
谷
あ
い

の
山
際
に
数
多
く
の
集
落
が
分
布

し
て
い
る
と
と
も
に
、
中
心
部
に

は
市
街
地
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

■
豊
岡
の「
資
産
」

　

悠
久
の
時
を
経
て
形
成
さ
れ
た

豊
岡
固
有
の
地
形
を
基
盤
に
、
四

季
折
々
の
豊
か
な
自
然
の
中
に
コ

ウ
ノ
ト
リ
を
は
じ
め
と
し
た
多
様

な
生
き
も
の
と
共
生
し
て
き
た

私
た
ち
の
暮
ら
し（
歴
史
、
伝
統
、

文
化
、
生
業
な
ど
）が
溶
け
込
み
、

〝
豊
岡
、
風
景
の
も
の
が
た
り
〟

と
し
て
豊
岡
ら
し
い
風
景
を
築
き

上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
先
人
か
ら
受
け
継

い
だ
こ
れ
ら
の
大
切
な
資
産
を
未

来
に
引
き
継
ぎ
、
さ
ら
に
魅
力
的

で
暮
ら
し
や
す
い
豊
岡
を
創
造
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
良
好
な
景
観
」は
公
共
性
を
有

す
る
も
の
で
あ
り
、
個
人
の
資
産

で
あ
る
と
と
も
に
市
民
み
ん
な
の

大
切
な
資
産
な
の
で
す
。

　

情
緒
豊
か
な
城
崎
温
泉
や
出
石

城
下
町
で
は
、
古
い
町
並
み
が
素

晴
ら
し
い
景
観
を
形
成
し
て
い
ま

す
。
歴
史
や
生
業
な
ど
地
域
の
個

性
を
受
け
継
い
だ
人
々
が
景
観
の

大
切
さ
に
気
付
き
、
守
り
育
て
て

い
る
か
ら
で
す
。

　

最
近
よ
く「
景
観
」と
い
う
言
葉

を
耳
に
し
ま
す
。「
景
観
」と
い
う

と
大
変
難
し
く
感
じ
、「
風
景
」や

「
景
色
」と
い
う
言
葉
の
ほ
う
が
な

じ
み
や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

山
、
川
、
海
、
田
園
、
雪
、
集
落
、

ま
ち
、
暮
ら
し
、
生
業
、
祭
り
な

ど
か
ら
、
皆
さ
ん
が
思
い
描
く
豊

岡
の
風
景
は
必
ず
あ
り
ま
す
。
見

る
場
所
や
季
節
な
ど
で
い
ろ
い

ろ
な
風
景
に
姿
を
変
え
ま
す
が
、

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
は
気
が
付

き
に
く
い
も
の
で
す
。

　

こ
の「
当
た
り
前
の
風
景
」こ
そ

が
、
地
域
の
個
性
で
あ
り
、
私
た

ち
が
大
切
に
守
り
育
て
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　
「
当
た
り
前
の
風
景
」を
見
つ
め

直
す
こ
と
が
、
豊
岡
ら●

し●

い●

景
観

を
発
見
す
る
第
一
歩
な
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
宝
物「
地
域
固
有
の
素
晴
ら
し

い
風
景
」を
、
大
切
に
守
り
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

豊
岡
の
景
観
に
つ
い
て
、
隔
月
で
掲
載
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
都
市
整
備
課
景
観
政
策
係
☎
23

−

1
7
1
2

「
豊
岡
市
景
観
計
画
」

策
定
の
目
的

豊
岡
ら●

し●

い●

風
景
と
は
？

景
観
シ
リ
ー
ズ
1

  
〜
豊
岡
市
景
観
計
画
を
策
定
し
ま
す
〜

▲来日岳から望む豊岡盆地と山並み

▲城崎温泉（一の湯前）

▲出石城下町（大手前通り）

▲田園のコウノトリ
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市
で
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
生
き
生
き
と

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
昨
年
10
月
か
ら「
高
齢

者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
地
域

の
皆
さ
ん
に
よ
る
見
守
り
活
動
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
、
各
種
団
体

お
よ
び
生
活
関
連
事
業
者
な
ど
の

協
力
も
得
て
、「
新
聞
や
郵
便
が
た

ま
っ
て
い
る
」「
電
灯
が
つ
き
っ
ぱ

な
し
に
な
っ
て
い
る
」な
ど
、
高

齢
者
の「
ち
ょ
っ
と
気
掛
か
り
」な

こ
と
に
気
付
い
た
と
き
に
、
地
区

の
役
員
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
市
な

ど
に
情
報
伝
達
し
、
地
域
全
体
で

見
守
り
支
え
合
う
仕
組
み
の
こ
と

で
す
。

　

今
回
、
広
く
市
民
の
方
に
事
業

の
周
知
を
図
る
た
め
、
次
の
よ
う

に
愛
称
を
決
め
、
関
係
協
力
事
業

所
、
機
関
に
啓
発
グ
ッ
ズ
を
配
布

し
て
、
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　

市
で
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

用
を
促
進
し
、
地
球
温
暖
化
を
防

止
す
る
た
め
、
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
の
設
置
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

国
の
補
助
対
象
経
費
変
更
に
伴

い
、
市
の
補
助
対
象
と
な
る
シ
ス
テ

ム
を
補
助
対
象
経
費
1
キ
ロ
ワ
ッ

ト
当
た
り
55
万
円
以
下（
税
別
）の

シ
ス
テ
ム
に
変
更
し
ま
し
た
。

▽
対
象　

住
宅
に
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
設
置
し
、
電
力
会
社

と
電
力
受
給
契
約
を
締
結
す
る

個
人（
申
込
み
時
点
で
未
着
工

の
方
に
限
り
ま
す
）

▽
補
助
金
額　

太
陽
電
池
出
力
1

キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
3
万
円

（
上
限
4
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
地
域
戦
略

推
進
課
☎
21
－
9
0
1
2

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
訪
問

販
売
ト
ラ
ブ
ル
が
全
国
で
増
え
て

い
ま
す
。
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に

・
契
約
の
前
に
契
約
内
容
・
金
額

に
つ
い
て
複
数
の
事
業
者
か
ら

見
積
り
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

・
補
助
金
制
度
、
発
電
量
、
売
電

量
の
目
安
な
ど
は
、
自
分
で
も

情
報
収
集
し
ま
し
ょ
う
。

※
平
成
23
年
度
に
市
補
助
金
を
利

用
し
、
設
置
し
た
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
の
平
均
価
格
は
1
キ

ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
約
54
万
円

（
既
設
住
宅
）で
し
た
。

・
家
の
規
模
や
家
族
構
成
か
ら
必

要
発
電
量
を
見
極
め
、
家
屋
の

耐
久
性
な
ど
を
考
え
て
設
置
し

ま
し
ょ
う
。

・
訪
問
販
売
で
契
約
し
た
場
合
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
が
適

用
さ
れ
、
無
条
件
で
契
約
を
解

除
で
き
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
や

困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

《
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
》

　

☎
21
－
9
0
0
1

　

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
上
に
積
も
っ

た
雪
は
、
気
温
が
上
が
る
と
解
け

は
じ
め
、
少
し
ず
つ
滑
り
落
ち
ま

す
。
場
合
に
よ
っ
て
は（
気
温
が

低
い
時
な
ど
）大
き
な
雪
の
塊
と

な
っ
て
、
勢
い
よ
く
一
気

に
落
ち
る
時
も
あ
り
、
軒

下
は
非
常
に
危
険
で
す
。

　

ま
た
、
近
年
で
は
地
球
温
暖
化

等
に
よ
り
天
候
が
不
安
定
で
、
急

に
ゲ
リ
ラ
豪
雪
と
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
太
陽
光
パ
ネ
ル
は
落
雪

対
策
も
考
え
て
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　

突
然
の
災
害
等
に
よ
り
長
期
間

停
電
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
に
備
わ
っ
て
い

る
自
立
運
転
機
能
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
電
力
が
使
用
で
き
ま
す
。

　

接
続
で
き
る
電
気
機
器
の
容
量

は
1
・
5
キ
ロ
ワ
ッ
ト
が
上
限
で
、

夜
間
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
が
、
テ

レ
ビ
の
使
用
や
携
帯
電
話
の
充
電

が
可
能
に
な
り
、
情
報
収
集
な
ど

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置

し
て
い
る
家
庭
は
一
度
お
試
し
い

た
だ
き
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備

え
ま
し
ょ
う
。

◆
愛
称　

　
「
と
よ
お
か
ホ
ッ
と
見
守
り
隊
」

◆
啓
発
グ
ッ
ズ　

・
ポ
ス
タ
ー（
A
2
版
）

・
シ
ー
ル

◆
新
規
関
係
協
力
事
業
所

・
市
内
郵
便
局
株
式
会
社
22
局

（
11
月
25
日
発
行
の
市
広
報
紙

掲
載
分
以
降
の
増
加
分
）

※
今
後
も
随
時
協
力
依
頼
し
、
増

や
し
て
い
き
ま
す
。

《
問
合
せ
》
高
年
福
祉
課
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
24
－
2
4
0
9

愛
称
は「
と
よ
お
か
ホ
ッ
と
見
守
り
隊
」

高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
シ
ー
ル
、
ポ
ス
タ
ー
を

　
　
　
　
　
　
関
係
協
力
事
業
所
、
機
関
に
配
布
し
ま
す

　
　 

個
人
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

　
　
　
　
　
　  

設
置
補
助
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
と
は

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
に
関

す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
を
!!

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
方
法
に

ご
注
意
を
!!

太
陽
光
発
電
の

自
立
運
転
機
能
の
活
用

平成24年度
〈太陽電池出力１キロワット当たり

補助金単価表〉
パネル

施工業者
市外産 市内産

市外業者 30,000円 40,000円

市内業者 40,000円 50,000円
※市内業者による施工および市
内産パネルを使用した場合は、
それぞれ１キロワット当たり
1万円を上乗せ


